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枚
方
市
と
懇
談

生
保
申
請
の
侵
害
を
指
摘

社保協キャラバン

今後の日程
①10：00～12：00②13：30～15：30
③14：00～16：00
９月９日（月） ①旭区
　　13日（金） ③北区

　　19日（木）
①西区
②中央区

　　25日（水） ①福島区

　　26日（木）
①淀川区
②東淀川区

　　27日（金）
①西成区
③浪速区

　　30日（月）
①住之江区
③阿倍野区

10月１日（火） ③天王寺区
　　７日（月） ③此花区
　　８日（火） ③東住吉区
　　９日（水） ③鶴見区
　　11日（金） ③都島区

　　15日（火） ③くすのき
広域連合

※ ８月23日時点の予定。変更
する場合があります

※ 参加を希望される方は必ず
協会事務局まで

国保や生保などの改善求め

９月から大阪市全区と懇談

北大阪地区

「
あ
り
の
ま
ま
の
歴
史
伝
え
よ
う
」

レ
ジ
ン
セ
メ
ン
ト
の

新
製
品
の
特
徴
学
ぶ

オ
リ
バ
ー
・
ス
ト
ー
ン
監
督
が
発
言

　

要
望
項
目
は
、
国
民
健
康

保
険
・
介
護
保
険
・
健
診
・

生
活
保
護
・
子
育
て
の
５
分

野
。
国
保
や
介
護
で
は
、
一

般
会
計
か
ら
の
独
自
繰
り
入

れ
の
増
額
で
保
険
料
を
引
き

下
げ
る
こ
と
や
、
保
険
料
の

減
免
規
定
の
拡
充
な
ど
を
求

め
る
。
子
育
て
分
野
で
は
、

　

協
会
は
、
歯
科
医
療
現
場

の
声
を
行
政
に
直
接
届
け
ら

れ
る
場
と
し
て
、
会
員
の
積

極
的
な
参
加
を
呼
び
か
け
て

　

８
月
８
日
の
キ
ャ
ラ
バ
ン

行
動
で
は
枚
方
市
と
懇
談

し
、
小
山
榮
三
理
事
・
相
談

役
、
有
地
正
北
河
内
地
区
役

員
が
参
加
し
た
。

　

高
す
ぎ
る
国
保
料
の
問
題

に
つ
い
て
、
①
国
保
の
滞
納

乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度
の

対
象
年
齢
の
拡
充
と
無
料
化

の
ほ
か
、
就
学
援
助
の
適
用

基
準
の
拡
大
を
要
請
。
生
活

保
護
で
は
利
用
者
の
医
療
権

の
保
障
や
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー

の
増
員
を
、
健
診
で
は
助
成

内
容
の
充
実
を
そ
れ
ぞ
れ
訴

え
る
。

会
総
会
に
は
約
６
５
０
０
人

が
参
加
し
、
海
外
か
ら
も
20

カ
国
90
人
が
参
加
し
た
。

　

広
島
と
長
崎
の
悲
劇
か
ら

68
年
を
迎
え
、
被
爆
者
も
年

齢
を
重
ね
る
こ
と
で
少
な
く

な
り
、
戦
争
の
悲
惨
さ
を
知

っ
て
い
る
人
が
少
な
く
な
っ

て
い
る
。
被
爆
者
の
一
人
が

「
時
間
が
な
い
。
戦
争
の
恐

ろ
し
さ
・
核
兵
器
の
非
人
道

性
を
伝
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
悲
痛
な
表
情
で
語
っ

て
い
た
の
が
印
象
的
だ
っ
た
。

　

安
倍
首
相
は
核
兵
器
を
保

有
す
る
こ
と
は
違
憲
で
な
い

と
官
房
副
長
官
時
代
に
発
言

し
て
い
る
。
そ
れ
に
加
え
、

福
島
で
原
発
事
故
が
起
こ
り

危
険
性
を
知
っ
て
い
る
は
ず

な
の
に
原
発
輸
出
を
行
お
う

と
し
て
い
る
。
総
会
の
登
壇

者
は
「
安
倍
首
相
は
戦
争
を

知
ら
な
い
か
ら
こ
の
よ
う
な

こ
と
が
で
き
る
の
だ
」
と
怒

り
を
あ
ら
わ
に
し
た
。

　

分
科
会
「
映
像
の
ひ
ろ

ば
」
で
は
有
原
誠
治
監
督
が

手
懸
け
た
「
原
爆
症
認
定
集

団
訴
訟
の
記
録　

お
り
づ

る
」
が
上
映
さ
れ
た
。
原
爆

症
の
認
定
基
準
は
、
①
放
射

線
は
２
㌔
ま
で
し
か
届
か
な

い
②
後
か
ら
被
爆
す
る
こ
と

は
な
い
―
―
と
い
う
政
府
の

考
え
で
作
ら
れ
て
い
た
。
適

用
範
囲
の
狭
い
認
定
基
準
に

対
し
て
個
人
が
裁
判
で
勝
つ

だ
け
で
は
何
も
変
わ
ら
な

い
。
集
団
訴
訟
を
行
う
こ
と

で
制
度
を
変
え
る
し
か
な
か

っ
た
。
集
団
訴
訟
は
勝
訴
が

続
き
、
認
定
基
準
を
変
え
る

ま
で
に
至
っ
た
が
、
未
だ
に

原
爆
症
と
認
め
ら
れ
な
い
被

爆
者
に
よ
っ
て
裁
判
が
続
い

て
い
る
。

　

分
科
会
、
閉
会
総
会
に
は

「
も
う
ひ
と
つ
の
ア
メ
リ
カ

史
」
を
製
作
し
た
オ
リ
バ
ー

・
ス
ト
ー
ン
監
督
、
歴
史
学

者
の
ピ
ー
タ
ー
・
カ
ズ
ニ
ッ

ク
氏
が
参
加
し
、
戦
争
・
原

爆
に
つ
い
て
意
見
交
流
し

た
。「
日
本
で
今
伝
え
ら
れ

て
い
る
の
は
浄
化
し
た
歴
史

だ
。
あ
り
の
ま
ま
の
歴
史
を

伝
え
な
け
れ
ば
若
い
人
に
は

伝
わ
ら
な
い
」
と
ス
ト
ー
ン

監
督
は
語
っ
た
。

　

「
原
発
も
核
兵
器
も
人
類

と
は
共
存
し
な
い
」
―
―
。

唯
一
の
被
爆
国
、
福
島
原
発

事
故
を
起
こ
し
た
日
本
し
か

伝
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ

と
が
あ
る
。
２
０
１
５
年
の

核
不
拡
散
条
約
（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）

再
検
討
会
議
に
向
け
て
、
核

兵
器
廃
絶
に
向
け
た
運
動
を

ま
す
ま
す
強
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

 

（
事
務
局
・
藤
田
菜
未
）

い
る
。
大
阪
市
内
の
キ
ャ
ラ

バ
ン
の
予
定
は
左
上
の
通

り
。

会
が
取
り
組
ん
だ
学
校
歯
科

治
療
調
査
で
枚
方
市
の
治
療

率
は
半
分
以
下
で
あ
る
こ
と

を
指
摘
、
養
護
教
諭
か
ら

「
経
済
的
理
由
で
治
療
で
き

な
い
子
ど
も
た
ち
が
い
る
」

と
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
て
い

る
と
し
て
、
就
学
前
の
子
ど

も
医
療
費
助
成
制
度
の
拡
充

を
求
め
た
。

　

当
局
は
そ
れ
ぞ
れ
の
問
題

に
つ
い
て
「
こ
こ
で
は
決
め

ら
れ
な
い
が
、
出
さ
れ
た
意

見
を
持
ち
帰
っ
て
、
今
後
、

検
討
し
た
い
」
と
し
た
。

金
額
に
な
る
と
し
て
、
使
い

や
す
い
制
度
と
す
る
こ
と
を

求
め
た
。

　

生
活
保
護
で
は
、
市
の
窓

口
に
来
た
相
談
者
に
対
し
、

生
活
保
護
制
度
の
権
利
と
義

務
等
を
理
解
し
て
も
ら
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
、

「
従
っ
て
、
相
談
者
に
自
由

に
申
請
書
を
渡
す
こ
と
は
考

え
て
お
り
ま
せ
ん
が
」
と
の

回
答
が
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対

し
、
社
保
協
か
ら
「
こ
れ
は

申
請
権
の
侵
害
に
当
た
る
」

と
指
摘
、
当
局
は
、
指
摘
に

沿
っ
て
文
書
回
答
の
該
当
部

分
を
削
除
し
た
。

　

子
ど
も
の
問
題
で
は
、
協

　

北
大
阪
地
区
は
８
月
４

日
、
吹
田
市
内
で
ス
リ
ー
エ

ム
ヘ
ル
ス
ケ
ア
の
口
田
潤
一

郎
氏
を
講
師
に
グ
ラ
ス
ア
イ

オ
ノ
マ
ー
系
レ
ジ
ン
セ
メ
ン

ト
の
活
用
を
テ
ー
マ
に
講
習

会
を
開
い
た
。

　

充
填
材
や
セ
メ
ン
ト
類
の

新
製
品
が
各
社
か
ら
各
種
発

売
さ
れ
て
い
る
。
ビ
ト
レ
マ

ー
２
ペ
ー
ス
ト
は
、
合
着
用

セ
メ
ン
ト
で
、
補
綴
物
を
セ

ッ
ト
し
た
あ
と
余
剰
セ
メ
ン

ト
を
５
秒
ほ
ど
の
光
照
射
に

よ
り
半
硬
化
さ
せ
、
除
去
で

き
る
。
５
秒
の
光
照
射
で
セ

メ
ン
ト
を
除
去
で
き
る
の

は
、
診
療
時
間
の
短
縮
に
な

り
あ
り
が
た
い
。
ま
た
、
５

秒
以
上
光
照
射
し
て
も
半
硬

化
の
ま
ま
な
の
が
良
い
。

　

ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
材
と
し

て
、
ス
コ
ッ
チ
ボ
ン
ド
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
ア
ド
ヒ
ー
シ
ブ

が
、
一
本
で
七
つ
の
症
例
に

使
え
る
新
し
い
接
着
剤
と
し

て
紹
介
さ
れ
た
。
コ
ン
ポ
ジ

ッ
ト
レ
ジ
ン
の
リ
ペ
ア
、
ポ

ー
セ
レ
ン
の
リ
ペ
ア
、
ポ
ー

セ
レ
ン
ラ
ミ
ネ
ー
ト
ベ
ニ
ヤ

の
前
処
理
剤
な
ど
、
こ
の
一

本
こ
の
一
滴
で
対
応
で
き
る

と
い
う
。
一
度
試
し
て
み
る

価
値
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

講
習
会
で
は
ビ
ト
レ
マ
ー

２
ペ
ー
ス
ト
の
操
作
を
実
習

法
に
基
づ
く
運
営

で
一
般
財
源
を
投

入
し
、
保
険
料
の

引
き
下
げ
を
求
め

た
。
ま
た
高
す
ぎ

る
利
用
料
に
つ
い

て
も
、
介
護
ベ
ッ

ド
等
の
レ
ン
タ
ル

料
で
も
２
年
も
使

え
ば
十
分
買
え
る

し
た
。
講
習
会
参

加
者
は
少
な
か
っ

た
が
、
質
疑
応
答

な
ど
あ
り
、
内
容

は
充
実
し
た
有
意

義
な
も
の
で
あ
っ

た
。

（
吹
田
市
・

 

平
川
光
彦
）

世
帯
が
昨
年
か
ら
倍
増
し
、

５
年
ほ
ど
で
平
均
保
険
料
が

約
３
万
円
上
が
っ
て
い
る
②

保
険
料
を
決
め
る
運
営
協
議

会
に
制
度
内
容
を
理
解
し
て

い
る
委
員
が
い
な
い
―
―
点

を
社
保
協
が
指
摘
し
、
改
善

を
求
め
た
。

　

介
護
保
険
で
、
枚
方
市
は

介
護
保
険
料
を
引
き
下
げ
る

た
め
の
一
般
会
計
か
ら
の
財

源
投
入
し
て
い
な
い
。
社
保

協
は
、
国
保
に
比
べ
低
所
得

者
の
保
険
料
負
担
が
大
き
す

ぎ
る
点
な
ど
を
挙
げ
な
が
ら

新
製
品
を
試
す
参
加
者　

＝
８
月
４
日
、
吹
田
市
内

6500人が参加した原水爆禁止世界大会＝８月７日、長崎市内

あいさつする小山榮三氏
＝８月８日、枚方市内　

原水禁リポート

　

協
会
が
常
任
幹
事
を
務
め
る
大
阪
社
会
保
障
推
進
協
議

会
が
毎
年
、
社
会
保
障
の
拡
充
を
求
め
て
府
下
の
全
市
町

村
と
懇
談
す
る
自
治
体
キ
ャ
ラ
バ
ン
は
、
８
月
で
市
町
村

へ
の
要
請
を
終
え
、
９
月
か
ら
大
阪
市
内
の
全
区
と
の
懇

談
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
。
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・保険期間は平成25年11月１日午後４時から平成26年11月１日午後４時までの１年間（保険期間中途での加入も可能です）。
組合員のご家族の方もご加入いただけます。（この保険は大阪府保険医協同組合が保険契約者となる団体契約です。）

ゴルファー保険にご加入ですか？ 団体割引適用で年間保険料6,000円からご加入いただけます。

たとえば、こんなときに補償されます。
●ゴルフプレー中に他人に損害を与えたとき
●ゴルフ場やゴルフ練習場敷地内でゴルファーご自身がケガをされたとき
●ゴルフ場やゴルフ練習場敷地内でゴルフ用品を盗まれたり、クラブを損傷されたとき
●ラウンド中にホールインワンまたはアルバトロスを達成されたとき　等
 上記はこの保険の特徴を説明したものです。詳しい内容については大阪府保険医協同組合へパンフレットをご請求ください。

　

８
月
７
〜
９

日
に
か
け
て
原

水
爆
禁
止
世
界

大
会
が
長
崎
で

開
か
れ
た
。
開


